
2024年度第1回

子どもアドボカシー専門講座
～障害児のアドボカシー～

※講師の都合で時間が変更になることがあります

■共催：NPO法人子どもアドボカシーセンターOSAKA・子どもアドボカシー学会
■問い合わせ先：NPO法人子どもアドボカシーセンターOSAKA
〒590-0079 大阪府堺市堺区新町２番４号小山電ビル２階
072-226-7227 childadvocacyosaka@gmail.com

№ 開催日時 講座名 講師

0
５/11
(土)

9:30～10:20 オリエンテーション 事務局

１ 10:30～12:30 障害の社会モデルと障害児アドボカシー
堀正嗣

熊本学園大学 

２
5/12
(日） 13:00～15:00 当事者・経験者が求めるアドボカシー

頼尊 恒信
滋賀県立大学非常勤講師

橋口 侑果
熊本学園大学大学院社会福祉学研究

科修士課程1年

３
5/16
(木） 19:00～21:00 障害者運動が切り拓いたアドボカシー

尾上 浩二

DPI日本会議・副議長

4

5/1８
(土）

10:00～12:00 社会的養護を必要とする障害児のアドボカシー
鳥海直美

四天王寺大学

5 13:00～15:00 施設訪問アドボカシーの実際
奥村 仁美

子どもアドボカシーセンター
OSAKA

6

5/19
(日）

10:00～12:00 障害児の思いを聴くこととアドボカシー
徳田 茂

金沢市障害児通園施設
ひまわり教室元代表

7 13:00～15:00 地域社会・学校における障害児のアドボカシー
高木 千恵子

障害児を普通学校へ・全国連絡会
運営員委員

8
6/8
(土)

10:00～12:00 重い障害を持つ子どものアドボカシー
栗田 季佳

三重大学

９ 13:00～15:00 障害児者への虐待・権利侵害とアドボカシー
吉池 毅志

大阪人間科学大学

10
6/30
(日） 15:00～17:00 レポート発表・振り返り ZOOM 堀正嗣

この講座は、子どもアドボカシー学会ガイドラインに沿ってつくられた今年度からの新しい専門講座です。
障害児のアドボカシーの実践につながる知識や実情を学び、考察を深めていきます。子どもアドボカシー基礎
講座を修了している方ならどなたでも、受講していただけます。

mailto:childadvocacyosaka@gmail.com


2024年度第1回

子どもアドボカシー専門講座募集要項

NPO法人子どもアドボカシーセンターOSAKA、子どもアドボカシー学会共催

★対 象：アドボケイトとして活動したい市民・子どもアドボカシーの実践を学びたい人

★受講資格：基礎講座を修了後、認定番号を取得し、原則として全時間受講できる方

                 （専門講座修了認定後に実践講座に進むことができます。）

★締 切：2024年5月8日（水）

★受講料：12,000円（修了認定審査料含む）

・子どもアドボカシーセンターOSAKAの個人正会員は2000円割引で受講できます。

・ユース（30歳以下）の方の受講料は6,000円になります。

※入金は、下記口座に速やかにお願いします。

（フォームからお申込み後、届くメールにも、口座が記載さています。）

≪振り込み先≫

名前：トクヒ）コドモアドボカシーセンターオオサカ

記号：14080 番号： 69941811

この口座を他金融機関からの振込の受け取り口座として

利用される際は次の内容をご指定ください。

【名前】NPO法人子どもアドボカシーセンターOSAKA

【店名】四〇八（読み ヨンゼロハチ）

【店番】４０８【預金種目】普通預金【口座番号】６９９４１８１

★場 所：ZOOM オンラインで開催します。ZOOMのアドレスは開始日までにお知らせします。

★申込み：NPO法人子どもアドボカシーセンターOSAKA

                  堺市堺区新町２番4号小山電ビル２階

                  TEL.：072-226-7227 メール：childadvocacyosaka@gmail.com

   申込みフォーム：

申込みは、右側のQRコードもしくは子どもアドボカシー学会・子どもアドボ

カシーセンターOSAKAのHPからフォームからお申込みください。

★修了認定：すべての講座の受講が必要です。

・修了認定を受けるためにはすべての講座の受講と各回の受講レポート及び

   専門講座の修了レポート（約2000字）の提出が必要です。

・欠席が全講座10 回のうち、3回以下であることが必要です。

・欠席の場合は、事前の動画視聴と当日の動画による学びのレポート提出が必要です

★修了認定評価ポイント

・対象とする子どもの気持ちや思いを理解しているか

・対象とする子どもの置かれている状況とアドボカシーの必要性を理解しているか

・対象とする子どもとかかわる法律・制度・社会資源を理解しているか

・出席状況や出席態度
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